
令和6年度
尼崎市 認知症地域支援推進員活動報告

認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員：１３名

２ 認知症地域支援推進員の役割

① 認知症の人に対し、その状態に応じた適切なサービス等が提供されるよう地域

包括支援センター、認知症疾患医療センター等の専門医療機関をはじめ医療・

保健関係者、福祉サービス事業者や認知症サポーター等、地域において認知症

の人を支援する関係者の連携を図ること。

② 地域の実情に応じた認知症の人やその家族等を支援するための相談支援や、

支援体制を構築するための取組を行うこと。

③ 事業実施に関する企画および調整を行うこと。

報告者氏名:認知症地域支援推進員（全員）



尼崎市 認知症施策全体図

「共生・理解」を両輪とする

認知症施策の推進

①認知症の理解を深める

ための普及・啓発

②地域で支え合う力の向上
③専門職による支える

力の向上

④認知症予防の推進

【尼崎市 第9期高齢者保健福祉計画の取り組み（認知症関連）】

認知症の正しい理解が進み、早期発見、早期対応につながるよう、また、認知症の人やその家族が安
心して、できるだけ住み慣れた地域で暮らすことができるよう、次のように取り組みます。



主な取組の方向性

❶ 認知症の理解を深めるための普及・啓発
・ 認知症サポーター養成講座

❷ 地域で支え合う力の向上
・ 認知症みんなで支えるＳＯＳネットワーク
・ 認知症高齢者等個人賠償責任保険

❸ 専門職による支える力の向上
・ 認知症初期集中支援チーム

❹ 認知症予防の推進
・ いきいき百歳体操等の介護予防の活動支援

今回は主に➋（安心して外出できる仕組み）の
部分を中心に報告します。



認知症みんなで支えるＳＯＳネットワーク

・登録者数 約1,000人

・発見協力機関 約150か所

・認知症によるひとり歩きなどで、行方不明になる心配のあ
る方の名前や写真を事前に登録することで、行方不明時に
警察や協力機関へ登録情報を提供し、地域全体で早期発見
につなげる仕組みです。

登録者増のため、ケアマネジャーや医療機関、

警察、企業等に積極的に事業周知をしています。

注目



・認知症の人が日常生活における偶然な事故により、他人に
ケガを負わせたり、他人の物を壊したりしてご本人やその家
族が法律上の損害賠償責任を負ったときに、その賠償金を保
険で補償するものです。

認知症高齢者等個人賠償責任保険

・加入者数 約800人

・保険適用例

①自転車乗車中に信号待ちの自動車に接触し車を傷つけた。

②飼い犬の散歩中にリードを離し相手方にケガを負わせた。

登録者増のため、ケアマネジャーや医療機関、

警察等に積極的に事業周知をしています。

注目



事業効果や周知効果

59%37%

4%

外出頻度
維持・増加 減少 無回答

左記グラフは、「認知症みんなで支えるＳＯＳ
ネットワーク」、「認知症高齢者等個人賠償責任
保険」加入後の外出頻度のアンケ―ト結果であ
り、約6割の方が維持・増加していることがわ
かります。

しかしながら、認知症高齢者は、今後も増加傾
向にあることから、関係者や様々な場所・手段
で周知することで、登録者数等を増やしていき
たいと考えています。

なお、令和6年度に事業に新規登録等した方の
多くがケアマネジャーから教えてもらったとい
う結果であった。



家族や支援者の声

尼崎市では、「認知症高齢者等個人賠償責任保険」
をはじめ認知症に関する事業をたくさんしていると
思うが、「いつ」「どこで」「どのようなサービス」等を
利用できるのかをまとめたものを作成してほしい。

【家族の声】

尼崎市の認知症の事業がまとまった
「リーフレット」を作成してほしい。

【支援者の声】



家族や支援者の声を参考に・・・

家族の声を参考に・・・
「いつ」「どこで」「どのようなサービス」等を
利用できるのかをまとめたものを作成。

支援者の声を参考に・・・
尼崎市の認知症の事業をまとめた
「リーフレット」を作成。



最後に・・・

引き続き、当事者の方やご家族が安心して、できるだけ
住み慣れた地域で暮らすことができるよう、当事者の方
や家族等の声を聞きながら、認知症事業を推進していき
たいと考えています。
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